
雅
楽
は
お
も
し
ろ
い

伝
統
音
楽
の
魅
力
を
語
る

　
　
　
　
　
　レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト Vol.8

〜
不
思
議
な
楽
器
た
ち
が
織
り
な
す
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
妙
〜

主
　催
　
京
都
和
文
華
の
会

共
　催
　
真
如
苑

協
　力
　
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　（
社
） 

京
都
デ
ザ
イ
ン
協
会

　
　
　
　
N
P
O
法
人 

京
都
文
化
企
画
室 　

　
　
　

　
　
　
　

日
　時
　
平
成
24
年
12
月
11
日
（
火
）
午
後
６
時
30
分
（
開
場
午
後
６
時
）

会
　場
　
京
都
府
立
文
化
芸
術
会
館
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ご
挨
拶

G
R

E
E

T
IN

G

　
本
日
は
ご
来
場
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
日
本
の
伝
統
音
楽
を
多
く
の
人
々
に
知
っ
て
い
た
だ
き
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
こ
う
と
、
平
成
一
八
年
に
始
め
ま
し
た
「
日
本
の

伝
統
音
楽
を
探
る
　
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
シ
リ
ー
ズ
も
本
年
で
八
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
地
歌
、
謡
曲
、
琵
琶
楽
、
歌
舞
伎
の
下
座
音
楽
、
文
楽
・
義
太
夫
節
、
常
磐
津
節
、
筝
曲
の
七
分
野
の
公
演
を
行
い
、

斯
界
を
代
表
す
る
ご
出
演
者
と
学
術
面
か
ら
だ
け
で
は
な
く
演
奏
の
現
場
も
よ
く
ご
存
じ
の
先
生
方
に
構
成
・
解
説
を
ご
担
当
い
た

だ
き
、
大
変
分
か
り
や
す
い
と
好
評
を
博
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
関
係
各
位
の
ご
理
解
を
得
て
そ
の
舞
台
を
上
映
可
能
な
映
像
と
し
て
残
す
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
貴
重
な
財
産
と
言
え
る

こ
の
映
像
を
一
昨
年
に
は
Ｃ
Ｓ
放
送
の
伝
統
文
化
専
門
チ
ャ
ン
ネ
ル
か
ら
放
映
い
た
だ
き
、
多
く
の
方
々
か
ら
評
価
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
せ
っ
か
く
の
貴
重
な
資
料
で
あ
り
ま
す
こ
れ
ら
の
映
像
に
つ
き
ま
し
て
も
今
後
何
ら
か
の
形
で
社
会
へ
還
元
で
き
な
い
か
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
常
に
ご
専
門
の
方
々
に
大
変
な
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、
ま
た
観
客
の
皆
様
等
多
く
の
方
々
の
お
支
え
を
得
て
現

在
に
至
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
改
め
ま
し
て
初
回
か
ら
ご
共
催
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
真
如
苑
は
じ
め
、
関
係
各
位
に
厚
く
感
謝
申

し
上
げ
る
次
第
で
す

　
さ
て
、
今
回
の
「
雅
楽
は
お
も
し
ろ
い
」
は
構
成
・
解
説
に
日
本
の
宮
廷
音
楽
〈
雅
楽
〉
が
ご
専
門
の
神
戸
大
学
の
寺
内
直
子
先

生
を
お
迎
え
し
、
演
奏
は
小
野
真
先
生
（
相
愛
大
学
准
教
授
、
本
願
寺
勤
式
指
導
所
講
師
）
を
代
表
と
し
て
、
大
阪
を
中
心
に
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
メ
ン
バ
ー
で
「
玅
音
舎
」
を
結
成
し
て
い
た
だ
き
ご
参
加
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ベ
ス
ト
メ
ン
バ
ー
で
素

晴
ら
し
い
舞
台
を
つ
く
り
だ
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
今
回
も
多
く
の
方
に
お
申
込
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
大
幅
に
定
員
を
超
え
て
抽
選
と
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

多
数
の
方
か
ら
ご
応
募
い
た
だ
い
た
こ
と
へ
の
感
謝
と
と
も
に
、
ご
参
加
い
た
だ
け
な
い
方
に
は
大
変
申
し
訳
な
く
存
じ
て
お
り
ま

す
。
先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
映
像
記
録
の
活
用
方
法
も
含
め
て
、
関
係
者
と
も
よ
く
相
談
を
し
て
何
ら
か
の
対
応
を
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
、
今
後
と
も
ま
す
ま
す
ご
支
援
ご
鞭
撻
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
間
も
な
く
開
演
で
す
。
ど
う
ぞ
、
最
後
ま
で
ゆ
っ
く
り
と
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

京
都
和
文
華
の
会

　
　
　
代
表
　
早
川
聞
多

出
演
者
紹
介

演 

奏
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さ
て
、
今
回
の
「
雅
楽
は
お
も
し
ろ
い
」
は
構
成
・
解
説
に
日
本
の
宮
廷
音
楽
〈
雅
楽
〉
が
ご
専
門
の
神
戸
大
学
の
寺
内
直
子
先

生
を
お
迎
え
し
、演
奏
は
小
野
真
先
生
（
相
愛
大
学
准
教
授
）
を
代
表
と
し
て
、大
阪
を
中
心
に
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
メ
ン
バ
ー
で
「
玅

音
舎
」
を
結
成
し
て
い
た
だ
き
ご
参
加
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ベ
ス
ト
メ
ン
バ
ー
で
素
晴
ら
し
い
舞
台
を
つ
く
り
だ
し
て

い
た
だ
け
る
こ
と
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
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プ
ロ
グ
ラ
ム

P
R

O
G

R
A

M

１
・
主
催
者
挨
拶

２
・
解
　
説
　
①
雅
楽
と
は
　
②
個
性
的
な
楽
器
た
ち

３
・
楽
器
を
聞
い
て
み
よ
う

４
・
唱
歌
を
歌
っ
て
み
よ
う

５
・
管
絃
演
奏
　〈
音
取
〉〈
越
天
楽
〉
残
楽
三
返

　
　
休
　
憩

６
・
解
　
説
　
　
い
ろ
い
ろ
な
演
奏
法
、
い
ろ
い
ろ
な
リ
ズ
ム

７
・
演
　
奏 

①
〈
太
食
調
音
取
〉〈
太
平
楽
急
（
合
歓
塩
）〉（
舞
楽
吹
）

８
・
演
　
奏 

②
〈
抜
頭
音
取
〉〈
抜
頭
〉（
舞
楽
吹
・
夜
多
羅
拍
子
）

出
演
者
紹
介

演 

奏

出
演
者
　
　
玅
み
ょ
う

音お
ん

舎し
ゃ

	

小
野
　	

真	

（
鞨
鼓
）

	

坂
井	

潤
子	

（
龍
笛
）

	

塩
田	

隆
志	

（
笙
）

	

新
発
田	

恵
司
（
笙
）

	

髙
木	

了
慧	

（
楽
琵
琶
・
篳
篥
）

	
多
治
見
真
篤	

（
鉦
鼓
）

	
中
原	

詳
人	

（
龍
笛
）

	
林
　	
絹
代	

（
楽
筝
・
笙
）

	

前
川	
隆
哲	
（
篳
篥
）

	

吉
光	

信
昭	
（
太
鼓
）

	

吉
本	

乘
亮	
（
篳
篥
）

構
成
・
解
説
　
　
寺
内	

直
子

　
　
　
　
　
　
　（
神
戸
大
学
国
際
文
化
学
研
究
科
教
授
）

司
　
会
　
　
　
　
南
端	

玲
子

※
玅み
ょ
う
音お
ん

舎し
ゃ

　	

相
愛
大
学
音
楽
部
や
本
願
寺
勤
式
指
導
所
で
雅
楽
指
導
を
行
っ

て
い
る
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
今
回
の
公
演
の
た
め
に
構
成
さ
れ

た
雅
楽
グ
ル
ー
プ
。

東
京
芸
術
大
学
大
学
院
修
了
。
大
阪
大
学
よ
り
博
士
号
（
文
学
）。

現
在
、
神
戸
大
学
国
際
文
化
学
研
究
科
教
授
。
専
門
は
音
楽
学
。

日
本
の
雅
楽
を
歴
史
的
視
野
か
ら
研
究
。
ま
た
、
沖
縄
音
楽
、
ア

ジ
ア
の
民
族
音
楽
な
ど
も
幅
広
く
研
究
。近
著
に『
雅
楽
の〈
近
代
〉

と
〈
現
代
〉
～
継
承・普
及・創
造
の
軌
跡
』（
二
○
一
○
、
岩
波
書
店
）、

『
雅
楽
を
聴
く
～
響
き
の
庭
への
い
ざ
な
い
』（二
○
一
一
、岩
波
書
店
）ほ
か
。
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相
愛
大
学
等
で
雅
楽
指
導
を
行
っ
て
い
る
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に

今
回
の
公
演
の
た
め
に
構
成
さ
れ
た
雅
楽
グ
ル
ー
プ
。
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◎
雅
楽
と
は

　
雅
楽
は
、
日
本
の
音
楽
・
芸
能
史
の
中
で
も
っ
と
も
古
く
か
ら
登
場
す
る
種
目

の
一
つ
で
、
一
三
○
○
年
以
上
の
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。
天
皇
や
貴
族
の
行
事
、
神

社
や
寺
院
の
儀
礼
と
結
び
つ
い
て
発
展
し
て
き
た
。

　「
雅
楽
」
と
い
う
用
語
と
音
楽
は
、
も
と
も
と
古
代
中
国
の
孔
子
（
前
　
五
五
一

〜
四
七
九
）
に
よ
っ
て
興
さ
れ
た
儒
教
の
礼
楽
思
想
に
基
づ
く
、「
正
し
く
雅
な
音

楽
」
を
指
す
。
礼
楽
思
想
と
は
、
正
し
い
行
い
と
正
し
い
音
楽
が
相
応
す
る
、
と

い
う
考
え
方
で
、
し
ば
し
ば
、
正
し
い
音
楽
が
響
く
と
、
世
の
中
は
平
和
に
秩
序

正
し
く
維
持
さ
れ
、
逆
に
、
乱
れ
た
音
楽
が
聞
こ
え
る
と
世
の
中
も
乱
れ
、
国
が

滅
び
る
、
と
言
わ
れ
た
。
儒
教
の
雅
楽
は
、
中
国
文
化
の
影
響
を
受
け
た
周
辺
国

に
伝
播
し
、
今
日
、
こ
の
形
を
も
っ
と
も
よ
く
保
存
し
て
い
る
の
が
、
韓
国
の
文
廟
、

宗
廟
の
雅
楽
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
に
は
、
こ
の
儒
教
の
雅
楽
は
伝
わ
ら
ず
、

中
国
宮
廷
の
宴
礼
の
音
楽
で
あ
っ
た
「
燕え

ん

楽が
く

」
が
伝
わ
り
、
こ
れ
を
含
め
た
宮
廷

音
楽
全
体
を
雅
楽
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

　
今
日
の
日
本
の
「
雅
楽
」
は
、じ
つ
は
、①
神
道
系
の
儀
式
で
お
も
に
行
わ
れ
る
、

日
本
固
有
の
起
源
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
歌
と
舞
、
②
ア
ジ
ア
大
陸
か
ら
伝
来
し

た
多
種
類
の
楽
器
の
合
奏
音
楽
と
、
そ
の
音
楽
を
伴
奏
に
異
国
風
の
仮
面
や
豪
華

な
装
束
を
着
け
て
演
じ
ら
れ
る
舞
楽
、
さ
ら
に
、
③
九
世
紀
後
半
頃
に
生
ま
れ
た

歌
も
の
、
に
分
け
ら
れ
る
。
①
に
は
、
さ
ら
に
御み

か
ぐ
ら

神
楽
、
東
あ
ず
ま
あ
そ
び

遊
、
倭や
ま
と
ま
い

舞
、
久
米
舞
、

五ご
せ
ち
の
ま
い

節
舞
、
大お
お
な
お
び
う
た

直
日
歌
、
誄る
い

歌か

な
ど
が
含
ま
れ
、
②
に
は
、
中
国
系
の
唐と
う

楽が
く

と
朝
鮮

半
島
系
の
起
源
を
持
つ
高こ

麗ま

楽が
く

が
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
③
に
は
和
歌
や
民
謡
風
の

歌
詞
を
歌
う
催さ

い

馬ば

楽ら

と
漢
詩
を
朗
誦
す
る
朗ろ
う

詠え
い
が
あ
る
。

　
こ
の
う
ち
、
②
の
器
楽
合
奏
音
楽
と
舞
楽
な
ど
の
渡
来
芸
能
は
、
現
在
、
も
っ

と
も
一
般
の
耳
目
に
触
れ
る
機
会
が
多
く
、
狭
義
の
雅
楽
は
、
こ
の
渡
来
系
の
楽

舞
を
指
す
。
日
本
の
音
楽
・
芸
能
の
ほ
と
ん
ど
は
、
歌
や
語
り
を
少
数
の
楽
器
で

伴
奏
す
る
「
声
の
芸
能
」
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
唐
楽
と
高
麗
楽
は
、
ア
ジ
ア
的

広
が
り
を
持
つ
多
種
類
の
楽
器
の
合
奏
音
楽
と
し
て
異
彩
を
放
っ
て
い
る
。

◎ 

楽
人
〜
世
襲
的
に
守
り
伝
え
て
来
た
伝
統

　
雅
楽
は
、
天
皇
家
や
貴
族
、
寺
社
の
儀
礼
と
結
び
つ
い
て
発
展
し
て
き
た
。
奈

良
時
代
に
は
雅

が
が
く
り
ょ
う
／
う
た
ま
い
の
つ
か
さ

楽

寮
と
い
う
公
的
機
関
に
よ
っ
て
技
芸
が
伝
承
さ
れ
た

が
、
平
安
時
代
に
な
る
と
、
京
都
、
奈
良
（
南
都
）、
大
坂
（
天
王
寺
）
に
大
き
な

楽
人
集
団
が
形
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中
で
、
親
か
ら
子
へ
、
技
芸
が
世
襲
的
に

伝
承
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
京
都
方
は
宮
中
の
行
事
、
南
都
方
は
、
春
日
大
社
・

興
福
寺
等
の
行
事
と
宮
廷
の
行
事
、
天
王
寺
方
は
四
天
王
寺
の
行
事
に
お
も
に
奉

仕
し
た
。
天
王
寺
の
楽
人
も
、中
世
末
か
ら
は
、宮
中
行
事
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
楽
人
は
、
原
則
と
し
て
家
ご
と
に
専
門
を
す
み
分
け
て
い
た
。
た
と
え
ば
、

京
都
方
に
は
、
多

お
お
の

氏
（
御
神
楽
、
和
琴
、
右
舞
、
笛
）、
安
倍
氏
（
篳
篥
）、
豊
原

（
豊ぶ

ん
の）

氏
（
笙
）、
大お
お
が神

（
山や
ま
の
い井

）
氏
（
笛
）、
南
都
方
に
は
狛こ
ま

氏
（
上
、
辻
、
芝
、
奥
、

窪
（
久
保
）、東ひ

が
しな

ど
に
分
家
。
左
舞
と
各
楽
器
）、大
神
氏
（
中
家
。
さ
ら
に
喜
多
、

乾
、
西
京
、
井
上
な
ど
に
分
家
、
右
舞
と
笙
ま
た
は
笛
を
分
担
）、
玉
手
氏
（
南
都

寺
侍
）（
藤
井
、
後
藤
な
ど
に
分
家
。
打
楽
器
、
右
舞
）
が
あ
っ
た
。
天
王
寺
方
は

太う
ず
ま
さ秦
氏
が
あ
り
、
薗
（
笙
、
左
舞
、
右
舞
）、
林
（
笙
、
右
舞
）、
岡
（
笛
、
左
舞
）、

東と
う

儀ぎ

（
篳
篥
、
右
舞
、
左
舞
）
な
ど
に
分
か
れ
て
い
た
。

　
明
治
二
年
の
東
京
遷
都
と
と
も
に
、
主
な
楽
人
も
東
京
に
移
住
し
、
今
日
の
宮

内
庁
式し

き

部ぶ

職し
ょ
く

楽が
く

部ぶ

の
前
身
と
な
る
機
関
に
所
属
し
、
宮
中
儀
礼
に
勤
仕
し
た
。
東

京
に
移
住
し
た
楽
人
た
ち
は
、
明
治
七
年
か
ら
「
欧
州
楽
」、
つ
ま
り
西
洋
音
楽
の

伝
習
も
命
じ
ら
れ
、
現
在
の
宮
内
庁
楽
部
の
楽
人
も
、
こ
の
伝
統
を
継
ぎ
、
雅
楽

と
西
洋
音
楽
の
両
方
を
諸
行
事
で
演
じ
て
い
る
。
一
方
、
楽
人
が
転
出
し
て
し
ま
っ

た
関
西
で
は
、
寺
社
の
行
事
で
雅
楽
を
演
奏
す
る
た
め
に
、
わ
ず
か
に
残
っ
た
楽

人
や
、
僧
侶
、
神
官
、
民
間
人
が
新
た
に
雅
楽
団
体
を
立
ち
上
げ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

大
阪
の
天て

ん

王の
う

寺じ

楽が
く

所そ

雅が

亮り
ょ
う

会か
い

や
、
奈
良
の
南
都
楽
所
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

解
説　
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◎ 

楽
器
解
説
（
唐
楽
楽
器
）
〜
個
性
的
な
楽
器
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
、
唐
楽
で
は
、
次
の
よ
う
な
楽
器
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

【
管
楽
器
】
………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

龍り
ゅ
う
て
き

笛
　
長
さ
約
四
○
セ
ン
チ
の
竹
製
の
横
笛
。
七
孔
。
一
つ
の
音
高
か
ら
別
の
音
高

へ
の
な
だ
ら
か
な
音
の
移
動
が
可
能
。
同
じ
指
遣
い
で
、
低
い
「
和ふ

く
ら」

の
音
と
、
オ
ク
タ
ー
ヴ
高
い
「
責せ

め

」
の
音
を
作
る
こ
と
が
で
き
、

こ
の
技
法
を
た
く
み
に
使
い
、
主
旋
律
を
装
飾
し
て
い
く
。
唐

楽
の
ほ
か
、
久
米
歌
、
大
歌
、
倭
歌
、
催
馬
楽
、
朗
詠
な

ど
に
用
い
ら
れ
る
。

 

篳ひ
ち
り
き篥�

　 

長
さ
約
一
五
セ
ン
チ
の
竹
製
の
縦
笛
。
指
孔
は
前
面
に
七
つ
、後
面
に
二
つ
。

葦
を
平
ら
に
し
た
舌
（
ダ
ブ
ル
リ
ー
ド
）
を
差
し
込
む
。
艶
や
か
で
大
き

な
音
を
出
す
。
塩え

ん
ば
い梅
と
い
う
微
妙
な
音
高
変
化
が
特
徴
的
。
唐
楽
、
高
麗

楽
の
ほ
か
、
誄
歌
を
除
く
日
本
固
有
系
の
歌
謡
と
催
馬
楽
、
朗
詠
に
用
い

ら
れ
る
。

笙し
ょ
う　

　 

一
七
本
の
細
い
竹
を
、
吹
き
口
が
つ
い
た
匏ほ
う

（
頭か
し
らと

も
）
と
い
う
器
に
差
し

込
ん
だ
楽
器
。
一
五
本
の
竹
の
根
元
に
金
属
製
の
簧し

た
（
フ
リ
ー
リ
ー
ド
）
が

つ
い
て
い
る
。
呼
気
ま
た
は
吸
気
で
簧
を
振
動
さ
せ
、
音
を
出
す
。
五
〜

六
音
を
同
時
に
鳴
ら
す
合あ

い
た
け竹

と
呼
ば
れ
る
和
音
奏
法
が
特
徴
的
。
唐
楽
の

ほ
か
、
催
馬
楽
、
朗
詠
で
用
い
ら
れ
る
。
日
本
固
有
系
の
歌
舞
や
高
麗
楽

に
は
用
い
な
い
。

【
絃
楽
器
】
………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

琵び
わ琶

　 

四
弦
。
四
つ
の
フ
レ
ッ
ト
＝
柱じ
ゅ
うが

あ
り
、
開
放
絃
を
含
め
、
二
○
の
音
高
を

作
る
こ
と
が
で
き
る
。
黄
楊
製
の
バ
チ
で
弾
奏
す
る
。
複
数
の
絃
を
同
時

に
か
き
鳴
ら
す
ア
ル
ペ
ジ
オ
の
奏
法
が
特
徴
的
。
唐
楽
の
管
絃
と
催
馬
楽

で
用
い
ら
れ
る
。

 

箏こ
と

　
　 

緩
や
か
に
カ
ー
ブ
し
た
長
い
共
鳴
胴
の
上
に
絃

を
一
三
本
張
っ
た
楽
器
。
柱じ

と
呼
ば
れ
る
可
動

式
の
ブ
リ
ッ
ジ
に
よ
っ
て
絃
の
音
高
を
調
絃
す

る
。
右
手
の
親
指
、
食
指
、
中
指
に
は
め
た
爪

に
よ
っ
て
、
絃
を
は
じ
く
。
現
在
は
、「
早は

や
が
き掻
」、

「
閑し

ず
が
き掻
」、「
菅
す
が
が
き

掻
」
と
呼
ば
れ
る
決
ま
っ
た
パ

タ
ー
ン
を
主
に
用
い
る
。
唐
楽
の
管
絃
と
催
馬

楽
で
用
い
ら
れ
る
。
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︻
打
楽
器
】
………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

太
鼓
　 

舞
楽
用
の
鼂だ

太だ
い

鼓こ

、
移
動
演
奏
用
の
荷
に
な
い

太
鼓
、
室
内
の
管
絃
用
の
楽
太
鼓

の
三
種
類
が
あ
る
。
音
楽
的
機
能
は
い
ず
れ
も
同
一
で
、
左
手
で
打
つ
弱
い

打
音
「
図ず

ん

」
と
右
手
に
よ
る
強
い
打
音
「
百ど
う

」
が
あ
る
。
野
外
の
舞
楽
用

の
鼂
太
鼓
は
、
左
方
と
右
方
、
二
つ
一
組

に
な
っ
て
お
り
、
左
方
は
鼓
面
に
三
つ
巴

文
様
、
ふ
ち
の
火
炎
飾
り
に
龍
の
彫
刻
、

胴
の
上
に
太
陽
を
象
徴
す
る
日
形
、
右
方

は
二
つ
巴
、
鳳
凰
、
月
形
を
持
っ
て
い
る

（
９
頁
写
真
参
照
）。
室
内
用
の
楽
太
鼓
も

革
面
に
獅
子
な
ど
の
美
し
い
文
様
を
描
く

こ
と
が
多
い
。

    鞨か
っ
こ鼓

　 

円
筒
形
の
胴
の
両
面
に
革
を
張
っ
た
小
型
の
鼓
。
細
く
堅
い
バ
チ
に
よ
る

鋭
い
単
音
「
正せ

い

」
と
、
片
手
に
よ
る
ト
レ
モ
ロ
「
来ら
い

」、
ま
た
は
両
手
に
よ

る
ト
レ
モ
ロ
「
諸も

ろ
ら
い来
」
を
組
み
合
わ
せ
て

リ
ズ
ム
パ
タ
ー
ン
を
作
る
。
ト
レ
モ
ロ
は
、

は
じ
め
は
ゆ
っ
く
り
で
、
次
第
に
加
速
す

る
。
唐
楽
で
用
い
ら
れ
る
。

鉦し
ょ
う
こ鼓

　 

大
鉦
鼓
、
荷
鉦
鼓
、
釣
鉦
鼓
の
三
種
類
が
あ
る
。
右
手
も
し
く
は
左
手
の

単
音
、
両
手
同
時
の
打
音
の
三
種
類
を
組
み
合
わ
せ
た
単
純
な
リ
ズ
ム
パ

タ
ー
ン
し
か
な
い
。
鉦
鼓
は
、
一
般
的
に
、

鞨
鼓
や
太
鼓
の
音
に
わ
ず
か
に
遅
れ
て
打

た
れ
る
。

◎ 

唱
歌
〜
歌
っ
て
覚
え
る
管
楽
器
の
旋
律

　
雅
楽
の
稽
古
で
は
、
基
本
的
に
楽
譜
は
用
い
ず
、
師
か
ら
弟
子
へ
口
伝
え
で
音

楽
が
伝
承
さ
れ
る
。
管
楽
器
の
習
得
で
特
に
重
要
な
の
が
、意
味
の
な
い
コ
ト
バ（
音

節
）
に
旋
律
を
つ
け
て
唱
え
る
「
唱し

ょ
う
が歌

」
で
あ
る
。
唱
歌
の
ア
ク
セ
ン
ト
、
息
の
切

り
方
な
ど
に
、
実
際
に
旋
律
を
吹
く
上
で
必
要
な
細
か
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
込
め
ら
れ

て
い
る
。

平
調
〈
越
殿
楽
〉
　龍
笛
唱
歌

※
拡
大
版
は
10
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。
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◎ 

唐
楽
の
﹁
調
子
﹂
と
﹁
拍
子
﹂

 

現
在
、
唐
楽
に
は
、
壹い
ち
こ
つ越

調
（
基
音
D
）、
平
ひ
ょ
う
ぢ
ょ
う

調
（
E
）、
双
そ
う
ぢ
ょ
う

調
（
G
）、
黄お
う
し
き鐘

調
（
A
）、
盤ば

ん
し
き渉

調
（
B
）、
太た
い
し
き食

調
（
E
）
の
六
つ
の
調
子
が
あ
る
。
壹
越
調
、

双
調
、
太
食
調
は
「
呂
」
と
呼
ば
れ
る
音
階
グ
ル
ー
プ
に
属
し
、
平
調
、
黄
鐘
調
、

盤
渉
調
は
「
律
」
音
階
に
属
す
る
。
理
論
上
、
呂
は
西
洋
中
世
の
ミ
ク
ソ
リ
デ
ィ

ア
旋
法（
例
：
G
│
A
│
B
│
C
│
D
│
E
│
F
│
G
）と
同
じ
、律
は
ド
リ
ア
旋
法（
例
：

E
│
F#
│
G
│
A
│
B
│
C#
│
D
）
と
同
じ
で
あ
る
が
、
唐
楽
の
音
階
は
、
伝
来
か
ら

千
年
以
上
に
わ
た
る
長
い
歴
史
の
過
程
で
変
化
し
、必
ず
し
も
こ
の
通
り
で
は
な
い
。

　
拍
子
に
は
、「
延の
べ

拍
子
」（
二
分
音
符
を
一
拍
と
す
る
ゆ
っ
た
り
し
た
テ
ン
ポ
の
リ

ズ
ム
）、「
早
拍
子
」（
四
分
音
符
を
一
拍
と
す
る
比
較
的
早
め
の
テ
ン
ポ
の
リ
ズ
ム
）

の
区
別
が
あ
り
、
ま
た
、
各
小
節
の
長
さ
が
均
等
な
「
楽
拍
子
」（
二
分
の
四
拍
子
、

四
分
の
四
拍
子
な
ど
の
リ
ズ
ム
）
と
短
い
小
節
と
長
い
小
節
が
交
互
に
来
る
「
只

拍
子
」
と
い
う
リ
ズ
ム
が
あ
る
。
只
拍
子
に
は
さ
ら
に
、二
＋
四
拍
＝
六
拍
子
の
「
只

拍
子
」
と
、
二
＋
三
拍
＝
五
拍
子
の
「
夜や

た

ら
多
羅
（
夜
多
良
）
拍
子
」
の
別
が
あ
る
。

◎ 

舞
楽
と
管
絃

　
唐
楽
と
高
麗
楽
に
は
、舞
を
伴
う
「
舞
楽
」
と
舞
を
伴
わ
な
い
器
楽
合
奏
の
「
管

絃
」
の
二
つ
の
上
演
ス
タ
イ
ル
が
あ
る
。
両
者
の
違
い
は
舞
の
有
無
だ
け
で
な
く
、

音
楽
に
も
あ
る
。
舞
楽
で
は
絃
楽
器
は
用
い
ず
、
テ
ン
ポ
が
速
く
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
ア
ク
セ
ン
ト
を
つ
け
る
の
に
対
し
、
管
絃
に
は
絃
楽
器
が
あ
り
、
ゆ
っ
く
り
し
た

テ
ン
ポ
で
、
繊
細
な
表
現
に
こ
だ
わ
る
な
ど
の
違
い
が
あ
る
。

楽
器
編
成
の
違
い

唐
楽
（
舞
楽
）　
　
龍
笛
　
　
篳
篥
　
笙
　
×
　
　
×
　
鞨
鼓
　
鼂
太
鼓
　
鉦
鼓

唐
楽
（
管
絃
）　
　
龍
笛
　
　
篳
篥
　
笙
　
琵
琶
　
箏
　
鞨
鼓
　
楽
太
鼓
　
鉦
鼓

高
麗
楽
（
舞
楽
）　
高
麗
笛
　
篳
篥
　
×
　
×
　
　
×
　
三
鼓
　
鼂
太
鼓
　
鉦
鼓
　

　（
現
在
、
高
麗
楽
は
管
絃
で
は
演
奏
さ
れ
な
い
）

 

楽
拍
子

 

只
拍
子

 

夜
多
羅
拍
子

よ
り
詳
し
く
雅
楽
を
お
知
り
に
な
り
た
い
方
の
た
め
に

　構
成
と
解
説
を
お
願
い
し
ま
し
た
寺
内
直
子
先
生
の

﹃
雅
楽
を
聴
く 

│
響
き
の
庭
へ
の
誘
い
﹄︵
岩
波
新
書
・
価
格
756
円
︶

が
二
〇
一
一
年
三
月
に
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

　雅
楽
と
場
所
に
注
目
し
て
雅
楽
が
鳴
り
響
く
「
京
都
・
御
所
」、

「
奈
良
・
春
日
若
宮
」「
大
阪
・
四
天
王
寺
」「
東
京
・
宮
内
庁
楽
部
」

「
東
京
・
国
立
劇
場
」

の
五
か
所
を
訪
ね
、

雅
楽
の
魅
力
と
未

来
を
探
る
構
成
と

な
っ
て
い
ま
す
。
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演
奏
曲
目　

現
代
の
雅
楽　

◎ 

楽
曲
解
説

平
調
〈
音ね
と
り取
〉（
管
絃
）　
楽
曲
が
始
ま
る
前
に
、
そ
の
調
子
の
雰
囲
気
を
作
る
た

め
に
、
主
な
楽
器
の
主
奏
者
が
短
い
フ
レ
ー
ズ
を
合
奏
す
る
。
六
調
子
に
そ
れ
ぞ

れ
固
有
の
〈
音
取
〉
が
あ
る
。

平
調
〈
越え
　て
ん
　ら
く

天
楽
　
残の
こ
り
が
く
さ
ん
べ
ん

楽
三
返
〉（
管
絃
）　〈
越
天
楽
〉（
平
調
）
は
唐
楽
で
も
っ
と

も
よ
く
聞
か
れ
る
楽
曲
で
あ
る
。
管
絃
の
み
で
演
奏
さ
れ
、舞
は
な
い
。
民
謡
の〈
黒

田
節
〉、
箏
曲
の
〈
富
貴
（
菜
蕗
）〉
な
ど
と
通
じ
る
親
し
み
や
す
い
旋
律
で
で
き

て
い
る
。
楽
譜
で
は
三
行
で
表
せ
る
比
較
的
短
い
楽
曲
。
各
行
を
Ａ
Ｂ
Ｃ
と
し
た

場
合
、
も
っ
と
も
一
般
的
な
演
奏
法
は
、
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
と
演
奏
し
た
後
、
冒
頭
に

戻
り
も
う
一
回
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ
を
繰
り
返
す
方
法
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
さ
ら
に
も

う
一
回
繰
り
返
し
な
が
ら
（
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
／
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
／
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ
）、
各

楽
器
が
次
第
に
合
奏
か
ら
抜
け
て
行
く
「
残
楽
三
返
」
と
い
う
演
出
で
演
奏
す
る
。

琵
琶
と
箏
が
最
後
ま
で
演
奏
す
る
。
こ
の
演
出
は
、
平
安
時
代
に
絃
楽
器
を
好
ん

だ
身
分
の
高
い
貴
族
た
ち
に
演
奏
の
見
せ
場
を
与
え
る
た
め
に
創
案
さ
れ
た
と
言

わ
れ
る
。
太
食
調
〈
音
取
〉

太
食
調
の
楽
曲
に
先
立
っ
て
演
奏
さ
れ
る
〈
音
取
〉。

太
食
調
〈
合が

っ
か
え
ん

歓
塩
（
太
た
い
へ
い
ら
く
の
き
ゅ
う

平
楽
急
）〉（
舞
楽
吹
）

〈
太
平
楽
〉
は
「
道
行
（
朝

ち
ょ
う

小こ

子し

）」「
破
（
武ぶ

昌し
ょ
う

楽ら
く

）」「
急
（
合
歓
塩
）」
の
三
楽

章
か
ら
成
る
長
大
な
楽
曲
。
舞
楽
の
場
合
は
、
甲
冑
を
つ
け
太
刀
を
佩
く
武
人
の

出
で
立
ち
の
装
束
を
着
け
、
荘
重
に
舞
わ
れ
る
。〈
合
歓
塩
〉
は
〈
太
平
楽
〉
最
後

の
楽
章
「
急
」
の
別
名
で
、
舞
楽
で
も
管
絃
で
も
演
奏
さ
れ
る
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト

で
は
舞
楽
吹
で
演
奏
す
る
。

太
食
調
〈
抜ば
　と
う頭
音
取
〉

〈
抜
頭
〉
の
前
奏
の
み
に
用
い
ら
れ
る
専
用
の
〈
音
取
〉。

太
食
調
〈
抜
頭
〉（
舞
楽
吹
、
夜
多
羅
拍
子
）

〈
抜
頭
〉
は
舞
楽
で
も
管
絃
で
も
演
奏
さ
れ
る
。
舞
楽
の
場
合
、
長
い
髪
の
つ
い
た

赤
い
面
を
着
け
、
豪
華
な
刺
繍
の
あ
る
裲

り
ょ
う
と
う襠
装
束
と
い
う
装
束
を
つ
け
る
。
舞
人

は
手
に
バ
チ
を
持
ち
、
闊
達
に
舞
う
。
南
都
系
の
伝
承
で
は
早
只
拍
子
（
六
拍
子
）、

天
王
寺
系
の
伝
承
で
は
夜
多
羅
拍
子
（
五
拍
子
）
を
用
い
る
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
で

は
、
夜
多
羅
拍
子
の
リ
ズ
ム
で
演
奏
す
る
。

京都御所、小御所の人形（箏）

京都御所、小御所の人形（琵琶）
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◎ 

雅
楽
の
あ
る
行
事

　
雅
楽
は
、
近
年
、
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
し
ば
し
ば
催
さ
れ
る
演
奏
会
や
、
Ｃ
Ｄ
、

ビ
デ
オ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
で
も
手
軽
に
楽
し
め
る
音
楽
・
芸
能
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
Ｃ

Ｄ
は
一
つ
一
つ
の
楽
器
の
音
が
明
確
に
聞
こ
え
る
ク
リ
ア
な
音
響
の
も
の
も
多
く
、

じ
っ
く
り
繰
り
返
し
聴
く
に
は
適
し
た
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。

　
一
方
で
、
伝
統
的
な
儀
式
に
お
け
る
雅
楽
の
伝
承
も
保
た
れ
て
い
る
。
儀
式
の

進
行
を
管
絃
曲
で
伴
奏
し
た
り
、
神
仏
へ
の
捧
げ
も
の
と
し
て
舞
楽
を
演
じ
た
り

す
る
。
こ
れ
ら
は
、
野
外
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
し
た
が
っ
て
、
ま
わ
り
の
雑

踏
、
人
の
声
、
風
の
音
、
森
の
ざ
わ
め
き
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
音
が
聞
こ
え

て
く
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
音
も
含
め
、
祭
り
全
体
を
楽
し
む
の
も
雅
楽
の
味

わ
い
方
の
一
つ
で
あ
る
。
関
西
は
、
歴
史
の
古
い
大
寺
社
が
多
く
、
雅
楽
を
用
い
る

盛
大
な
祭
り
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

　
毎
年
、
一
二
月
一
六
日
の
深
夜
か
ら
一
八
日
に
か
け
て
行
わ
れ
る
奈
良
の
春
日
若

宮
お
ん
祭
り
は
、
若
宮
の
神
を
お
旅た

び
し
ょ所

に
迎
え
、
東
遊
、
倭
舞
、
舞
楽
、
巫
女
舞
、

猿
楽
、
田で
ん
が
く楽

な
ど
多
種
多
様
な
芸
能
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
一
大
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
で
あ

る
。
冬
の
夜
空
に
舞
い
上
が
る
か
が
り
火
の
炎
に
照
ら
さ
れ
る
歌
舞
は
、
昼
間
の

雅
楽
と
ひ
と
味
違
う
装
い
を
呈
し
て
い
る
。
雅
楽
は
、
南
都
楽
所
に
よ
っ
て
演
じ

ら
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
四
月
二
二
日
に
大
阪
の
四
天
王
寺
で
行
わ
れ
る
聖
霊
会
は
、
寺
の
創
建
に

関
わ
っ
た
聖
徳
太
子
の
命
日
の
法
要
で
あ
る
。
平
安
時
代
に
盛
ん
に
行
わ
れ
た
寺

院
の
「
舞ぶ

楽が
く

四し

箇か

法ほ
う

要よ
う

」
の
名
残
を
と
ど
め
る
壮
麗
な
舞ぶ

楽が
く

会え

で
あ
る
。
僧
侶
が

唄ば
い

、
散さ
ん

華げ

、
梵ぼ
ん

音の
ん

、
錫
し
ゃ
く
じ
ょ
う

杖
と
い
う
四
箇
の
声
明
を
唱
え
る
合
間
合
間
に
、
初
夏
の

日
差
し
を
浴
び
な
が
ら
、
舞
楽
の
数
々
が
石
舞
台
の
上
で
華
や
か
に
演
じ
ら
れ
る
。

雅
楽
は
天
王
寺
楽
所
雅
亮
会
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
て
い
る
。

現
代
の
雅
楽　

雅亮会の楽人

春日若宮おん祭り　御旅所の鼂太鼓（右方）

�ロ�ラム_03.indd   9 12.12.4   4:55:44 PM



10

上
演
の
記
録　
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を
歌
っ
て
み
よ
う　
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上
演
の
記
録　

　
第
１
回
（
地
歌
）

　
日
本
伝
統
音
楽
の
魅
力
を
探
る
　
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
Ｖ
Ｏ
Ｌ
・
１

　「
地
歌
は
お
も
し
ろ
い
」　

○
開
催
日
時

　
平
成
18
年
５
月
18
日
（
火
）　
午
後
６
時
半

○
出

　演

　

　
　
演
　
奏

　
　
　 

菊
原
光
治
　

　
　
　
助
演
　
菊
央
雄
司
　
菊
萌
文
子

　
　
構
成
・
解
説

　
　
　
久
保
田
敏
子
（
京
都
市
立
芸
術
大
学
日
本
伝
統
音
楽
セ
ン
タ
ー
教
授
）

　
　
総
合
司
会

　
　
　
笠
谷
和
比
古
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）

　
第
２
回
（
謡
曲
）

　
日
本
伝
統
音
楽
の
魅
力
を
探
る
　
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
Ｖ
Ｏ
Ｌ
・
２

　「
謡
曲
は
お
も
し
ろ
い
」

○
開
催
日
時

　
平
成
19
年
５
月
10
日
（
木
）
午
後
６
時
半 

○
出

　演

　
演
　
奏

　
　
金
剛
流
　
金
剛
永
謹

　
　
　
　
　（
助
吟
）
豊
島
晃
嗣
　
宇
高
竜
成 

　
　
観
世
流
　
井
上
裕
久

　
　
　
　
　（
助
吟
）
吉
浪
寿
晃
　
浦
部
幸
裕 

　
構
成
・
解
説

　
　
権
藤
芳
一
（
演
劇
評
論
家
）

　
司
　
会

　
　
南
端
玲
子

　
第
３
回
（
琵
琶
楽
）

　
日
本
伝
統
音
楽
の
魅
力
を
探
る
　
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
Ｖ
Ｏ
Ｌ
・
３

　「
琵
琶
楽
は
お
も
し
ろ
い
」

○
開
催
日
時

　
平
成
19
年
11
月
29
日
（
木
）
午
後
６
時
半 

○
出

　演

　
演   

奏

　
　
永
田
法
順
（ 

日
向
盲
僧
琵
琶
、
浄
満
寺
住
職
、
宮
崎
県

無
形
文
化
財
）

　
　
田
中
旭
泉
（
筑
前
琵
琶
日
本
橘
会
）

　
　
須
田
誠
舟
（ 

薩
摩
琵
琶
正
派
　
日
本
琵
琶
楽
協
会
理
事
長
）

　
構
成
・
解
説

　
　
山
川
直
治
（ 

国
立
劇
場
調
査
養
成
部
主
席
芸
能
調
査
役
）

　
司
　
会

　
　
南
端
玲
子

　
第
４
回
（
歌
舞
伎
の
下
座
音
楽
）

　
日
本
伝
統
音
楽
の
魅
力
を
探
る
　
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
Ｖ
Ｏ
Ｌ
・
４

　「
歌
舞
伎
の
下
座
音
楽
は
お
も
し
ろ
い
」

○
開
催
日
時

　
平
成
20
年
８
月
19
日
（
火
）
午
後
６
時
半 

○
出

　演

　
演
　
奏

　
　
中
村
壽
慶
（ 

鳴
物
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

　
　
藤
舎
悦
芳
（
鳴
物
）

　
　
藤
舎
華
生
（
笛
方
）

　
　
杵
屋
浩
基
（
三
味
線
）

　
　
今
藤
敏
之
（
三
味
線
）

　
特
別
出
演

　
　
中
村
壱
太
郎
（
歌
舞
伎
役
者
）

　
構
成
・
解
説

　
　
赤
間
　
亮
（
立
命
館
大
学
教
授
）

　
司
　
会

　
　
南
端
玲
子

第
５
回
（
文
楽
　
義
太
夫
節
）

　
日
本
伝
統
音
楽
の
魅
力
を
探
る
　
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
Ｖ
Ｏ
Ｌ
・
５

　「
文
楽 
義
太
夫
節
は
お
も
し
ろ
い
」

○
開
催
日
時

　
平
成
21
年
８
月
18
日
（
火
）
午
後
６
時
半 

○
出

　演

　
演
　
奏

　
　
豊
竹
嶋
大
夫
（
文
楽
　
大
夫
）

　
　
豊
澤
富
助
（
文
楽
三
味
線
）

　
構
成
・
解
説

　
　
後
藤
静
夫
（
京
都
市
立
芸
術
大
学
日
本
伝
統
音
楽
セ
ン
タ
ー
教
授
）

　
司
　
会

　
　
南
端
玲
子

第
６
回
（
常
磐
津
節
）

　
日
本
伝
統
音
楽
の
魅
力
を
探
る
　
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
Ｖ
Ｏ
Ｌ
・
６

　「
常
磐
津
節
は
お
も
し
ろ
い
」

○
開
催
日
時

　
平
成
22
年
12
月
15
日
（
水
）
午
後
６
時
半 

○
出

　演

　
演
　
奏

　
　
常
磐
津
一
佐
太
夫
（
浄
瑠
璃
）

　
　
常
磐
津
都
代
太
夫
（
浄
瑠
璃
）

　
　
常
磐
津
三
代
太
夫
（
浄
瑠
璃
）

　
　
常
磐
津
都
㐂
蔵
（
三
味
線
）

　
　
常
磐
津
都
史
　（
三
味
線
）

　
　
常
磐
津
三
之
祐
（
三
味
線
上
調
子
）

　
鼎
　
談

　
　
常
磐
津
一
巴
太
夫
（
人
間
国
宝
）

　
　
権
藤
芳
一

　
構
成
・
解
説

　
　
竹
内
有
一
（
京
都
市
立
芸
術
大
学
日
本
伝
統
音
楽
セ
ン
タ
ー
准
教
授
）

　
司
　
会

　
　
南
端
玲
子

第
７
回
（
箏
曲
）

　
日
本
伝
統
音
楽
の
魅
力
を
探
る
　
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
Ｖ
Ｏ
Ｌ
・
７

　「
箏
曲
は
お
も
し
ろ
い
」

○
開
催
日
時

　
平
成
23
年
10
月
５
日
（
水
）
午
後
６
時
半 

○
出

　演

　
山
田
流
　
萩
岡
松
韻
・
萩
岡
未
貴
・
萩
岡
信
乃

　
京
極
流
　
和
田
一
久

　
生
田
流
　
横
山
佳
世
子
・
片
岡
リ
サ

　
構
成
・
解
説

　
　
久
保
田
敏
子

　
　（
京
都
市
立
芸
術
大
学
日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
）

　
司
　
会

　
　
南
端
玲
子

会
場
／

第
１
〜
４・７
回 
府
民
ホ
ー
ル
ア
ル
テ
ィ

第
５・６
回
は
京
都
府
立
文
化
芸
術
会
館

　
　
主
催
者
な
ど
は
今
回
と
同
じ
。

　
　
肩
書
等
は
上
演
当
時
の
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）
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〈京都和文華の会について〉

　本会は、広く市民を対象にして、京都を基盤

とする日本の伝統文化を紹介する場を設け、そ

の情報を発信することにより、わが国固有の文

化に対する理解を深め、伝統文化の振興と発展

を図り、もって世界の多様な文化を受容できる

精神的な土壌の育成に努めることを目的とし

て、次の活動、事業を行っていきます。

・ 京都の文化にかかわる芸術、芸能、学術、生活

文化等の振興を図る活動

・ 若い人たちに日本の文化を伝える活動

・ 伝統芸術、芸能の普及振興のための事業

・日本文化伝承のための事業

・ その他、本会の目的を達成するための事業

（定款より）

京都和文華の会
〒611- 0033

宇治市大久保町上ノ山 51-35

TEL／FAX　0774-43-7577

　
主　　催 京都和文華の会
共　　催 真如苑
協　　力 立命館大学アート・リサーチセンター
 社団法人　京都デザイン協会
 ＮＰＯ法人　京都文化企画室

図版（表紙・チラシ）：『信西古楽図』（公財）陽明文庫蔵

楽器写真（本文・チラシ）：京都市立芸術大学日本伝統音楽研究センター提供

企画制作 京都和文華の会
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